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料理研究家・平野由希子さんが案内する

岩手・大
お お

迫
はさま

風土と向き合うワイナリー

連載 |  ご馳走、東西南北
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野生鳥獣による農作物などへの被害は年々深刻化しています。
農作物の被害額は毎年200億円前後に及んでおり、

全体の約７割がシカ、イノシシ、サルによるものです。被害を防止する対策や、
捕獲した野生鳥獣を食肉（ジビエ）などに利活用する動きが、全国で進められています。

カラス

約#*億円

その他鳥類（ムクドリ、スズメ等）

約#)億円
その他獣類（クマ、アライグマ等）

約$,億円
サル

約#%億円

シカ

約)(億円
イノシシ

約''億円

野生鳥獣と
向き合う
取材・文／岸田直子（P.4～8）、宮内亮司（P.9）　撮影／島 誠P.10～ 12）

イラスト／岡本健太郎　©岡本健太郎／講談社
（イラストは漫画『山賊ダイアリー』からの引用です）

資料 ： 農林水産省作成　※注 ： 数値は当該鳥獣による平成25年度の農作物被害額

カネイ林業・本戸三保子さん

す。

カネイ林業・本戸三保子さん
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“食”おいしい日本！　　 のジュニアPR大使ピンク・ベイビーズが行く

平成27年12月1日発行（毎月1日発行）

CONTENTS

22 明日をつくる　vol.8

東日本の復旧・復興に向けて 
地域再生の願いを胸に丹精込めて「ネギ」を育てる

23 読者の声

20 MAFF TOPICS
あふラボ
24時間、動画で監視
遠隔操作で捕獲できるIT活用ドロップネット
NEWS

「ディスカバー農
む ら

山漁村の宝」（第2回選定）
受賞地区が決定

14
料理研究家・平野由希子さんが案内する

岩手・大
お お

迫
は さ ま

 
風土と向き合うワイナリー

ご馳走、東西南北　Vol.8 

18
̶今、この人たちが熱い̶

雲仙市鳥獣被害対策実施隊［長崎県］

トップランナー　vol.7 

メンバーのオススメの「郷土メシ」をご紹介

12 December 2015

 写真提供／焼津市観光協会

Pick up
member!

少女 11人のボーカルダンスユニット。「おいし
い日本！ 食のジュニア PR大使」として、次世
代を担う子どもたちに食と農業の大切さや日本
食の魅力などを伝える。

ピンク・ベイビーズとは…

大森 莉緒　おおもり りお

生年月日／2001年12月22日
出身／愛知県　特技／リアル似顔絵
趣味／料理をすること、食べること

静岡県焼津市はカツオの水揚げ
日本一。カツオ料理のおすすめ
が「へそ料理」！　へそってカツ
オの心臓のことなんですよ。食感
はお肉のような、やっぱりお魚の
ような不思議な感じです。鉄分
が多く貧血にもいいんですって。
見た目は……（笑）。でも、すご
くおいしいです。

静岡県焼津市

へそ料理

3 特集  

野生鳥獣と
向き合う 農林水産業や農山漁村は、食料の安定供給はもちろんのこと、

国土や自然環境の保全、良好な景観の形成などの多面的機能
の発揮を通じ、国民の皆さまの毎日の生活において重要な役
割を担っております。また、農林水産行政は、生産などの現場
に密着したものであると同時に、毎日の生活に深く関わってい
ます。農林水産省では『aff』を通じ、農林水産業における先
駆的な取り組みや農山漁村の魅力、食卓や消費の現状などを
紹介しております。

広報誌『aff（あふ）』について

ホームページのご案内
『aff』は農林水産省の
ホームページでもご覧になれます。
http://www.maff.go.jp/j/pr/aff/

編集・発行　農林水産省大臣官房広報評価課広報室
〒100-8950 東京都千代田区霞が関 1-2-1
TEL.03-3502-8111（代表） 　FAX.03-3502-8766
http://www.maff.go.jp/

メールマガジンのご案内
大臣メッセージや施策の紹介、イベント情報などをお届けする
『農林水産省メールマガジン』を毎週金曜日に発行しておりま
す。ぜひご登録ください。無料です。
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/

本誌に掲載した論文などで、意見にわたる部分は、
それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。

フェイスブック・ツイッターのご案内
     フェイスブック https://www.facebook.com/maffjapan

     ツイッター https://twitter.com/MAFF_JAPAN

編集協力　株式会社 KADOKAWA
〒102-8177 東京都千代田区富士見 2-13-3
TEL.03-3238-6255　FAX.03-3238-5832
http://www.kadokawa.co.jp

アートディレクション／樋口貴信 （THE HiGUCHi）　
デザイン／石割 亜沙子（lämpö）
編集スタッフ／西上範生

agriculture forestry fisher ies

イラスト／岡本健太郎  ©岡本健太郎／講談社

岡山在住の現役若手ハン
ター兼漫画家による、狩
り＆野性グルメ漫画。
『イブニング』（講談社）にて
絶賛連載中！

  special thanks

  岡本健太郎
 『山賊ダイアリー』
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case$

case%

こ
の
΄
か
、
農
業
被
害
に
限
ら
ͣ
、

車
両
と
の
接
触
事
故
や
、
家
屋
・
文
化

財
の
破
損
、
人
身
被
害
な
ど
、
生
活
環

境
や
生
態
系
΁
の
影
響
も
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
鳥
獣
被
害
が
こ
れ

΄
ど
深
刻
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
Ỷ

う
か
。

古
来
か
ら
農
耕
が
盛
ん
だ
っ
た
日
本

で
は
、
動
物
と
人
間
の
間
に
常
に
軋
れ

き
が
あ
り
ま
し
た
。
人
々
は
山
の
中
や

;
も
と
に
小
屋
を
作
っ
て
寝
ͣ
の
番
を

し
て
鳥
獣
の
侵
入
を
防
い
だ
り
、
防
護

柵
を
設
置
し
た
り
、
弓
矢
や
落
と
し
穴

で
捕
獲
し
て
い
た
の
で
す
。
食
糧
の
乏

し
か
っ
た
時
代
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

の
肉
は
貴
重
な
た
ん
ͺ
く
源
と
し
て
食

べ
ら
れ
、
狩
猟
と
農
業
と
の
兼
業
で
生

計
を
た
て
る
人
た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
農
山
村
の

過
疎
化
が
進
Έ
、
農
業
従
事
者
の
減
少

に
伴
っ
て
営
農
条
件
の
悪
い
中
山
間
地

を
中
心
に
耕
作
放
棄
地
が
増
加
。
野
生

鳥
獣
の
生
息
地
域
が
広
が
り
、
生
息
頭

数
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
捕
獲
の
担
い
手
で
あ
る
狩
猟

者
は
減
っ
て
͓
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
の
が
現
状
で
す
。

野
生
鳥
獣
は
増
え
、
狩
猟
者
は
減
る
。

日
本
の
農
業
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、

抜
本
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
生
鳥
獣
͸
増
加
͠
、

高
齢
化
で
狩
猟
者
͸
減
少

イノシシ
雑食性で、地中の植物や昆虫なども掘り返して食べてしまう。
田畑に侵入して農作物を食い荒らしたり、泥を体にこすりつける
「ぬたうち」を行う

サル

シカやイノシシの数は増加していますが、狩猟免許を所持する狩猟者は減少
の一途。その半数以上は60歳以上と、高齢化が進んでいます。

シカ・イノシシが増加する一方、
狩猟者は減少しています

0

10

20

30

40

50

60
（万人）

（年）平成２6055 昭和50 ７ 12 17 18 19 20 21 22 23 24

20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60歳以上

51万8000人

18万1000人

資料 ： 「平成27年版 環境・循環型社会・生物多様性白書」より作成
※注 ： 近年７年間は毎年集計、それ以前は５年ごとの集計

狩猟免許所持者数の推移（年齢別）

（参考）2012年度の北海道の推定個体数は約59万頭（北海道資料）

個体数の推移（推定）

資料 ： 環境省「統計手法による全国のニホンジカ及びイノシシの個体数推定等に
ついて」より作成　※注 ： 数値は全国の個体数推定の中央値 植物を中心にした雑食性で、十数頭から百数十頭までの群れ

で行動するのが特徴。集団で来て果物や野菜などを食べ散ら
かす。家屋に侵入したり、人に危害を加えることも

野生鳥獣と向き合う

写真提供／埼玉県

写真提供／農研機構・中央農業総合研究センター
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「
朝
、
畑
に
行
っ
た
ら
、
収
穫
間
際
の

キ
ャ
ベ
ツ
が
シ
カ
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
。

今
季
の
仕
事
が
水
の
泡
だ
」

そ
う
語
る
の
は
野
菜
の
栽
培
農
家
・

Ａ
さ
ん
。
設
置
し
て
い
た
柵
を
飛
び
越

え
て
侵
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
嘆
き

ま
す
。

「
う
ち
は
収
穫
直
前
に
イ
ノ
シ
シ
に
入

ら
れ
、
稲
が
な
ぎ
倒
さ
れ
た
。
臭
い
が

つ
い
て
し
ま
っ
て
出
荷
で
き
な
い
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
一
晩
で
パ
ー
だ
」

稲
作
を
営
む
Ｂ
さ
ん
も
頭
を
抱
え
て

暗
い
表
情
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
被
害

に
遭
っ
て
き
た
２
人
は
「
も
う
農
業
を

や
る
の
が
イ
ヤ
に
な
っ
た
」
と
、
精
も

根
も
尽
き
、
疲
れ
切
っ
た
様
子
で
す
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
額
は
、

毎
年
２
０
０
億
円
前
後
。
被
害
額
が
大

き
い
の
は
北
海
道
、
福
岡
県
、
長
野
県
、

宮
崎
県
、
兵
庫
県
な
ど
で
、
被
害
の
７

割
が
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
に
よ
る

も
の
で
す
。
特
に
近
年
、
シ
カ
、
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

動
物
園
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
目
に
す
る

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
は
、
か
わ
い
い
イ
メ

ー
ジ
で
す
が
、
農
家
に
と
っ
て
は
天
敵

以
外
の
何
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
丹
精

込
め
て
育
て
た
農
作
物
を
一
晩
で
ダ
メ

に
し
、
暮
ら
し
の
糧
を
失
っ
て
し
ま
う

…
…
。
農
家
に
と
っ
て
鳥
獣
被
害
は
、

ま
さ
に
死
活
問
題
な
の
で
す
。

シカ
草食性のシカは食欲が旺盛で、農作物に加え、ほとんどの
種類の植物を食べる。柵を飛び越えて侵入するうえ、背が高
いので地上２ｍ近い高さの植物や樹皮までが被害に

case1

1
被 害

part

深
刻
な
鳥
獣
被
害
に

農
家
が
悲
鳴
！

農
作
物
を
食
い
荒
ら
す

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
等
に
農
作
物
が
食
べ
ら
れ
る
な
ど
の
鳥
獣
被
害
。

農
家
の
や
る
気
ま
で
奪
っ
て
し
ま
う
、
深
刻
な
問
題
で
す
。

野生鳥獣による
農作物被害が

深刻化しています

写真提供／長野県

写真提供／北海道

写真提供／信州大学・竹田准教授

写真提供／神奈川県

44444|

授

どの
高

写

写

て
い
た

の
栽栽栽栽栽
培
農
培
農
培
農
培
農
培
農
家家家
・
家家

い
たたたたた
柵
を
柵
を
柵
を
柵
を
柵
を
飛
び
飛
び
飛
び
飛
び
飛
び
越越越越

し
ま
っ
ま
っ
ま
っ
まま
っ
た
、
ととと
嘆
とと

ききききき

イ
ノ
シ
シ
に

た
。
臭

一年
の
働
き
が

一晩
で
水
泡
と
化
す
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野
生
鳥
獣
が
増
え
す
͗
た
地
域
で
は
、

田
畑
΁
の
侵
入
を
防
ぐ
柵
を
設
置
し
た

り
、
追
い
払
っ
た
り
す
る
ͩ
け
で
は
、

被
害
を
防
止
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
す
。

ͦ
こ
で
、
国
が
い
ま
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、
Θ
な
や
猟
銃
な
ど
を
使

用
し
て
野
生
鳥
獣
を
捕
獲
し
、
生
息
頭

数
を
減
ら
す
対
策
で
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、
こ
の
対
策
を
進

め
る
た
め
、
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
に
必
要

な
狩
猟
免
許
所
持
者
を
育
成
す
る
講
習

会
や
射
撃
場
の
整
備
、
箱
Θ
な
や
囲
い

Θ
な
等
の
捕
獲
機
材
導
入
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
捕
獲
し
た
鳥
獣

を
埋
め
た
り
焼
却
し
た
り
す
る
ͩ
け
で

は
な
く
、
地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用

す
る
た
め
に
、
食
肉
処
理
加
工
施
設
の

整
備
や
商
品
開
発
、
販
売
・
流
通
経
路

の
確
立
な
ど
の
取
り
組
み
、
食
肉
利
用

の
専
門
家
に
よ
る
研
修
会
の
開
催
な
ど

も
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
捕
獲
頭
数

の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ͪ
Ζ
Μ
、

村
起
こ
し
・
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
͠
、

適
正
数
·
Ͱ
減
Β
͢

サルを群れごと捕獲するために設置された、大型
の捕獲おり

わな（上）、銃（右）、網で野生鳥獣を捕
獲。 ITを活用した自動監視システムを
備えたわなも開発・利用されている

生息頭数を調整

ニホンザル

［捕獲］

　シカやイノシシと違って、群れで行動するサル。「ボスザル
を捕獲すればよいのでは？」と考えがちですが、ボスを失った
群れは分派して拡散し、さらに群れの数が増えてしまう恐れ
があるのです。
　そこで、被害対策も群れごとに講じる必要があります。群
れの全頭を捕獲する大型のおりの設置や、犬などを活用し
て農地や集落の外に追い出す「追い払い」、山奥に定住さ
せて集落に出てこないようにさせる「追い上げ」などの対策
で、加害群数の半減を目指しています。

“群れごと”捕獲、一網打尽に！

写真提供／千葉県茂原市経済環境部農政課

写真提供／長野県伊那市

写真提供／鳥獣被害対策.com　
撮影／小淵幸輝　

野生鳥獣と向き合う
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シカとイノシシは平成35年度までに約210万頭へ、
サルは被害を及ぼす群れの数の半減を目指しています

10年後までに半減
シカ・イノシシの生息頭数

サルの加害群数目標
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今
で
さ
え
深
刻
な
鳥
獣
被
害
で
す
が
、

こ
の
ま
ま
の
捕
獲
ペ
ー
ス
で
い
く
と
、

シ
カ
の
場
合
、
平
成
37
年
度
に
は
現
在

の
ほ
ぼ
倍
の
５
０
０
万
頭
ま
で
増
加
す

る
と
い
う
試
算
も
あ
り
、
農
林
業
や
生

態
系
に
さ
ら
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
市
町
村
が

作
成
す
る
「
被
害
防
止
計
画
」
に
基
づ

く
「
捕
獲
」
や
、
野
生
鳥
獣
の
侵
入
を

防
ぐ
「
被
害
防
除
」、
エ
サ
場
や
隠
れ

場
所
を
な
く
す
「
生
息
環
境
管
理
」
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
に
お
け
る
被
害
防
止

対
策
の
担
い
手
で
あ
る
「
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
」
の
設
置
や
体
制
の
強
化
を

推
進
。
今
年
度
中
に
全
国
で
１
０
０
０

市
町
村
を
目
標
に
、
設
置
促
進
に
向
け

た
普
及
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
省
と
連
携
し
て
、
深

刻
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
シ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
に
つ
い
て
「
生
息
頭
数
を
平
成

35
年
度
ま
で
に
半
減
」
と
い
う
目
標
を

設
定
。
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
上
で
は
、
捕

獲
従
事
者
の
育
成
と
確
保
が
大
き
な
課

題
で
す
。

全
国
各
地
の
被
害
対
策
を

積
極
的
に
支
援

1 地元の農家、猟友会、研究機関などの共同作業で柵を設置（岐阜県郡
ぐ

上
じょう

市）　2 捕獲のためのわなを仕掛ける
（福島県田村市）　3 鳥獣被害対策実施隊でイノシシを捕獲（高知県幡多郡黒潮町）　4 猟銃免許を持つ猟友
会員らが一斉捕獲に向かう（岩手県奥

おう

州
しゅう

市）

2
対 策

part

被
害
防
止
に
向
け
た
活
動
が

全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

ス
ト
ッ
プ
！  

鳥
獣
被
害

増
え
続
け
る
野
生
鳥
獣
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

捕
獲
強
化
な
ど
の
抜
本
的
な
取
り
組
み
が
、
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

2

3

1

4

地域ぐるみで目標達成へ
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田県の阿
あ

仁
に

地域で発祥し、周辺
へと広がった狩りの集団が「マタ

ギ」です。私が育った八木沢もマタギが暮
らす集落で、私の家も代々マタギの家系。
父の良

りょう

蔵
ぞう

もマタギでしたが、猟をするのは
基本的に11月から春先にかけての猟期だ
けで、職業としての猟師ではありませんでし
た。江戸時代には、各地へ出向いて生業
としての猟を行う「旅マタギ」がいたことが
資料から分かっていますが、戦後、職業とし
てのマタギはいなくなったようです。
　マタギはツキノワグマやウサギ、バンドリ
（ムササビ）、マミ（アナグマ）、ヤマドリなどを
獲物としていました。猟で山に入る前には、
女性が近づくことは厳禁。これは山

さんじんさま

神様を
まつるマタギの習わしの一つで、厳格に守

られていました。山の中では独特のマタギ
言葉を使って話すことも特徴で、私はほと
んど理解できなかったことを覚えています。
　父をはじめ、普段のマタギたちは温厚で
すが、猟のときの姿はまさに鬼。遠くにい
る獲物を目ざとく見つけて、射止めていまし
た。獲物は一発で射止めるのが習わし。
そこには「獲物を苦しませずに成仏させる」
という思想もあったのかと思います。
　中でも特別な獲物とされていたのがクマ。
山神様からの授かりものとして、その肉は
集落全体で平等に分けられました。肉を
配って歩くのは子どもの役目。これも昔か
らの習わしで、「クマを恵んでくれた自然に
感謝し、その感謝によってクマが成仏す
る」という儀礼を、肉を配ることによって後

継者に伝える意味もあったのでしょう。
　2009年に父の良蔵が引退し、八木沢集
落からはマタギがいなくなりました。13年に
父が亡くなるまで、時には酒を酌み交わしな
がらマタギの話を聞いたものです。マタギを
継がなかった私には、その本当の姿は分か
りませんが、私の知り得た限りのマタギの
姿を、後世に伝えていこうと思っています。

秋

（左）八木沢集落最後のマタギ、佐藤良蔵さん
（上）昭和40年代の八木沢集落。当時はどの家もマタギだった。舗
装された道路が通る今の集落に、マタギはもういない　

定期的に行われる「八木沢マタギを語る会」では、
はく製やマタギの道具などを展示することも

マタギを支えた道具たち
1 牛革で作られた火縄銃の背負い袋。江戸
末期頃に使われ、雪の上でも濡れたり凍った
りせず、寒中の猟に重宝した　2 佐藤家に
代々継承された槍。右の槍の穂先の断面は
三角形で溝があり、八木沢近隣では見られ
ない形状。新潟県村上市三

み

面
おもて

で作られたも
のと思われ、昔のマタギがさまざまな地域と
交流があったことの証拠の一つ　3 全長
122cmの小槍も受け継がれてきたもの。こち
らは阿仁地域伝統の形状で、八木沢マタギ
が阿仁の流れをくむことが分かる1 2 3 

八木沢マタギの
狩りと暮らし

山の恵みとともに生きる

山でクマなどを狩る「マタギ」と呼ばれる人々。
あまり知られていない彼らの生活を、
実際にマタギの家で育った “マタギ文化の語り部 ”
佐藤良

よし

美
み

さんに聞きました。

1954年、佐藤良蔵氏の三男として八木沢集落に生
まれる。太平山地で希少種、猛禽類の調査・研究
に携わる一方、近世の旅マタギ（秋田マタギ）の調
査・研究も行う。2009年に「八木沢マタギを語る会」
を発足、マタギ文化を語り継ぐ活動をしている

佐藤良美さん

野生鳥獣と向き合う
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電気柵（左）を設置したり、エアガン
による追い払い（下）を行い、野生鳥
獣を田畑に近づけないようにする

柵の設置や
追い払い活動

写真提供／鹿児島県姶
あい

良
ら

市写真提供／鹿

人に対する危険防止のため、危険
である旨の表示をすることや、漏電
遮断器の取り付けなど、設置方法
が電気事業法で定められています

電気柵は正しく設置を！

野生鳥獣が身を隠せるやぶや茂みを
刈り取り（上）、農地との間に牛を放
牧（左）することで、田畑に近づけない
ようにする

エサ場や
隠れ場所を除去

捕
獲
に
よ
る
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
り
、
必
ず
し
も
計
画
通

り
に
い
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、捕
獲
と
同
時
に
必
要
な
の
が「
被

害
防
除
」
と
「
生
息
環
境
管
理
」
の
対

策
で
す
。

被
害
防
除
と
は
、
野
生
鳥
獣
が
田
畑

へ
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
柵
の
設
置
や
、

追
い
払
い
な
ど
の
こ
と
。
野
生
鳥
獣
に

と
っ
て
魅
力
的
な
農
作
物
の
味
を
覚
え

さ
せ
な
い
、
田
畑
に
近
寄
ら
せ
な
い
た

め
に
は
、
効
果
的
な
対
策
が
必
須
で
す
。

柵
に
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
金
網

柵
、
電
気
柵
、
ネ
ッ
ト
柵
が
あ
り
、
獣

種
や
地
形
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

一
方
、
生
息
環
境
管
理
と
は
、
野
生

鳥
獣
の
エ
サ
場
や
隠
れ
場
所
を
作
り
出

さ
な
い
こ
と
。
出
荷
で
き
な
い
農
作
物

な
ど
を
農
地
や
そ
の
周
辺
に
置
き
っ
ぱ

な
し
に
し
な
い
、
や
ぶ
や
茂
み
を
刈
り

取
っ
て
緩
衝
帯
を
設
け
る
な
ど
、
被
害

を
招
く
こ
と
に
な
る
環
境
を
作
り
出
さ

な
い
対
応
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
被
害
状
況
は
地
域
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。
農
林
水
産
省
で
は
、
地
域

に
応
じ
た
被
害
防
止
計
画
の
作
成
や
対

策
を
助
言
す
る
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
紹
介
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
、
優
良
活
動
事
例
な
ど
の
各
種

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

野
生
鳥
獣
を

農
作
物
に
近
寄
ら
せ
な
い

［被害防除］

［生息環境管理］

写真提供／
農研機構・中央農業総合研究センター

写真提供／福岡県田川郡添田町

写真提供／農研機構・
中央農業総合研究センター

写真提供／福井県鯖江市

写真提供／北海道

みを
放
い

写真提供／農研機構・
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処
理
や
衛
生
面
で
、
あ
い
ま
い
な
部
分

が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「〝
商
品
〞
に
す
る
た
め
に
狩
る
、
と
い

う
猟
師
さ
ん
は
少
な
か
っ
た
で
す
Ͷ
。

シ
カ
は
体
温
が
高
く
、
手
早
く
内
臓
を

取
り
除
か
な
い
と
Ψ
ス
が
溜
ま
っ
て
肉

が
臭
く
な
る
の
で
、
猟
師
が
そ
の
場
で

さ
͹
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

衛
生
面
を
考
͑
れ
͹
、
山
で
放
血
し
て

す
ぐ
に
処
理
施
設
に
運
Ϳ
方
が
望
ま
し

い
の
で
す
が
、施
設
も
少
な
く
、
そ
れ
ͧ

れ
の
連
携
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
も
原
因
で
し
Ỷ
う
」

長
野
県
は
平
成
19
年
に
、
信
州
ジ
ビ

エ
衛
生
管
理
Ψ
イ
υ
ラ
イ
ン
を
制
定
し
、

獣
肉
の
販
売
を
目
的
と
し
た
衛
生
管
理

基
準
を
定
め
ま
し
た
。
獣
肉
の
安
全
な

普
及
の
た
め
、
藤
木
シ
ェ
フ
も
制
定
に

協
力
し
ま
し
た
。
以
降
、
県
は
「
信
州

ジ
ビ
エ
」
を
ϒ
ラ
ン
υ
化
し
、
ジ
ビ
エ

普
及
の
͚
ん
引
役
と
な
っ
て
い
͖
ま
す
。

「
正
し
い
ル
ー
ル
の
も
と
、
獣
肉
が
商

品
と
し
て
流
通
す
る
仕
組
Έ
が
整
い
、

外
食
産
業
で
販
売
で
͖
る
よ
う
に
な
れ

͹
、
猟
師
や
処
理
施
設
も
プ
ϩ
の
仕
事

を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

産
業
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
で
、
安

全
の
確
保
に
成
功
し
た
の
で
す
。

ジ
ビ
エ
普
及
の
動
͖
は
長
野
県
内
に

と
ど
ま
ら
ず
、
鳥
獣
被
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
各
都
道
府
県
が
、
出
口
対
策
の

一
ͭ
と
し
て
ジ
ビ
エ
に
目
を
ͭ
͚
始
め

て
い
ま
す
。
藤
木
シ
ェ
フ
は
講
習
会
の

講
師
と
し
て
全
国
を
飛
ͼ
回
り
、
国
の

衛
生
基
準
や
調
理
法
と
い
っ
た
知
識
と
、

調
理
技
術
を
広
め
る
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
に
は
、
当
時
自
民
党
幹
事

長
を
務
め
て
い
た
石
破
茂
氏
に
陳
情
し
、

国
の
Ψ
イ
υ
ラ
イ
ン
制
定
の
͖
っ
か
͚

を
作
る
な
ど
、
国
が
ジ
ビ
エ
に
取
り
組

む
体
制
も
後
押
し
し
ま
し
た
。
昨
今
で

は
、
フ
Ỹ
ス
ト
フ
ー
υ
や
カ
レ
ー
と
い

っ
た
身
近
な
外
食
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
ジ

ビ
エ
を
組
Έ
込
ん
で
い
く
活
動
に
注
力

し
、
フ
Ỹ
ン
の
獲
得
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ビ
エ
に
は
流
通
の
指
標
と
な
る
肉

の
規
格
が
ま
だ
な
い
」
と
課
題
も
認
め

ͭ
ͭ
、
農
林
水
産
省
や
自
治
体
、
販
売

企
業
と
協
力
し
て
ジ
ビ
エ
の
規
格
を
作

る
た
め
の
検
討
会
を
設
͚
、「
来
年
度

に
は
基
準
を
導
入
し
た
い
」
と
、
流
通

拡
大
΁
向
͚
た
取
り
組
Έ
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

徐
々
に
広
が
り
を
Έ
せ
る
ジ
ビ
エ
で

す
が
、「
食
肉
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
の
は
、
シ
カ
で
は
捕
獲
頭
数
の
５
％

（
平
成
26
年
度
、
日
本
ジ
ビ
エ
振
興
協

議
会
調
べ
）
程
度
で
、
ま
だ
こ
れ
か
ら

の
産
業
」
と
藤
木
シ
ェ
フ
。「
た
だ
処

分
さ
れ
て
い
た
だ
͚
の
も
の
を
利
活
用

し
、
自
然
の
恵
Έ
と
し
て
日
本
の
食
文

化
に
定
着
さ
せ
た
い
。
ϒ
ー
Ϝ
で
終
Θ

っ
て
し
ま
っ
て
は
、
地
域
の
取
り
組
Έ

も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
熱
意
を

語
り
、
日
本
の
新
た
な
食
文
化
を
築
く

活
動
を
続
͚
て
い
ま
す
。

地
域
͔
Β
全
国
΁

ジ
ビ
エ
ϑ
Ỹ
ϯ
ͷ
拡
大

「オーベルジュ・エスポワール」で提供している、シカ肉のロティ地元産野菜添え ジビエ
ソース。ロティは「ロースト（蒸し焼き）」のこと

藤木シェフ監修の「信州ジビエ THE★鹿肉バーガー」
（ベッカーズ）と「信州鹿肉ジビエカレー」（ベックス
コーヒーショップ）。期間限定での販売

ジビエ料理には地元で採れた野菜も使う。夏～秋
にはポルチーニ茸やシモフリシメジなどのキノコ類が
豊富だ

マルカッサン(仔イノシシ）骨付きロースのロティ　パースニップを包み込んだパイヤソン
添え。仔イノシシのことを「マルカッサン」というのに対し、成獣を「サングリエ」という

藤木さんはジビエ講習会の講師としても、日本全国を
駆け巡っている（長野県大鹿村にて）

野生鳥獣と向き合う
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東
に
八
ヶ
岳
、
北
に
蓼
科
山
を
望
む

標
高
１
０
０
０
ｍ
の
リ
ゾ
ー
ト
地
、
蓼

科
高
原
（
長
野
県
茅ち

野の

市
）
の
一
角
に

た
た
ず
む
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
ー

ベ
ル
ジ
ュ
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
」。
こ
こ
で

地
元
食
材
を
使
っ
て
腕
を
振
る
う
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
藤
木
徳
彦
さ
ん
は
、
国

産
ジ
ビ
エ
の
普
及
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

ジ
ビ
エ
振
興
協
議
会
理
事
長
、
内
閣
官

房
地
域
活
性
化
伝
道
師
を
務
め
る
藤
木

シ
ェ
フ
で
す
が
、
国
産
ジ
ビ
エ
と
の
最

初
の
出
会
い
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
に
お

客
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
シ
カ
肉
だ
っ
た

そ
う
。「
食
材
の
確
保
が
難
し
い
長
野

県
の
厳
し
い
冬
に
、
ジ
ビ
エ
は
メ
イ
ン

食
材
に
な
る
」
と
確
信
し
、
お
店
で
提

供
を
始
め
ま
す
。

実
の
と
こ
ろ
、
長
野
県
の
鳥
獣
に
よ

る
農
林
業
被
害
額
は
年
間
10
億
円
以
上

（
平
成
26
年
度
）
と
深
刻
で
、
県
は
ニ

ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
駆
除
に

力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

食
材
と
し
て
入
手
す
る
の
は
容
易
で
し

た
が
、
実
際
に
は
、
処
理
方
法
や
衛
生

面
な
ど
、
ジ
ビ
エ
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の

課
題
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

日
本
に
は
古
来
か
ら
狩
猟
を
し
て
獣

肉
を
食
べ
る
文
化
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
代
で
は
、
捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
の
肉
が

食
用
と
し
て
市
場
に
出
回
る
こ
と
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
肉
の

処
理
ル
ー
ル
を
守
り

安
心
で
お
い
し
い
ジ
ビ
エ
を

3
利 活 用

part

天
然
の
食
材〝
ジ
ビ
エ
〞を

新
た
な
食
文
化
に

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
地
産
地
消
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い

野
生
鳥
獣
の
被
害
が
深
刻
な
長
野
県
で
、
地
域
の
意
識
を
変
え
、
国
産
ジ
ビ
エ
を
定
着
さ
せ
よ
う
と

力
を
注
い
で
い
る
料
理
人
・
藤
木
徳の
り

彦ひ
こ

さ
ん
。
そ
の
活
動
は
全
国
に
広
が
り
、
新
た
な
食
文
化
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

藤木徳彦さん　1971年生まれ、東京都出身。高校卒業後に長野県内のオーベルジュ（宿泊施設併設のレス
トラン）で修業を積み、1998年に「オーベルジュ・エスポワール」を開業。信州産ジビエをはじめ、全国でジビエの普
及に取り組む。特定非営利活動法人日本ジビエ振興協議会理事長、内閣官房地域活性化伝道師を務める
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大分県豊後大野市産のイノ
シシ肉を、しょうがとにんにく、
日本酒、しょうゆ、砂糖で炊き
込んだ逸品。お取り寄せの
ほか、大分空港や道の駅原
尻の滝などでも販売中。価
格は999円　
成美 http://www.narumi-oita.com/

猪肉のサムライ煮（大分）

ジビエ料理＆
お取り寄せ

手軽に食べられる！

ハンバーガーやカレーといった一般食から、
伝統の鍋料理まで、ジビエメニューは全国で味わえ
ます。身近でジビエ料理を堪能できるお店や、
家庭でも楽しめるお取り寄せ品を紹介します。

デミグラスソースで煮込んだハンバーグに和歌山
県東
ひがし

牟
む

婁
ろ

郡古座川町産のシカ肉を50％使用。
柑橘系の特製マヨソースがアクセント。和歌山県
と大阪府の17店舗で販売。価格は422円　
パン工房カワ　☎0737-63-4792

清流シカのジビエバーガー
（大阪・和歌山）

すき焼き風に仕上げた千葉県産の
イノシシ肉をトッピング。JR東日本
駅構内のそば店、「あずみ」「乱切
りそばあずみ」「二八そばあずみ」の
計７店舗で１月17日まで提供。価
格は650円（一部680円）
ジェイアール東日本フードビジネス
http://www.jefb.co.jp/

千葉県産イノシシそば
（千葉）

鳥取県の旅館で提供されている西
さい

伯
はく

郡南部町産
のイノシシ肉を使ったぼたん鍋セットのお取り寄せ
ができる。ごぼうを練り合わせた特製みそだれが
付属。価格は4,000円
緑水園　☎0859-66-5111

天然のぼたん鍋セット（鳥取）

滋賀県蒲生郡日野町産のシ
カ肉を使った、滋賀県内のCo
Co壱番屋店舗オリジナルカ
レー。価格は906円。その他、
同町産のシカ肉を使ったレトル
トカレーのお取り寄せも可
CoCo壱番屋
（滋賀のフランチャイズ）

http://group-adv.com/shigacoco/

近江日野産
天然シカカレー
（滋賀）

九州ジビエの老舗が提供する、
イノシシロースのジンギスカン
鍋が家庭で楽しめるセット。特
製ジンギスカンのたれが付属。
価格は4,800円  
有門亭　☎0948-24-7888

イノシシの
ジンギスカン鍋
（福岡）

野生鳥獣と向き合う

　※価格はすべて税込み
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家庭でも作れる
おいしいジビエ料理

藤木シェフが伝授!

シカやイノシシの肉を手に入れたけれど、どう調理すればいいの？――
そんな方のために、手軽にトライできるジビエ料理を藤木シェフが教えてくれました。

作り方
1

2

3

肉は３㎜厚さに切る。混ぜ合わせた調味液に10分ほど
漬け込み、片栗粉適量をまぶしておく。
フライパンにサラダ油適量を入れて中火で熱し、1を
炒める。
鍋にオリーブ油適量を入れて弱火で熱し、薄切りにし
た玉ねぎとにんにくを加えて透きとおるまで炒める。

4

5

6

3にトマト水煮、トマトペースト、水１カップを加えて
強火にかけ、沸騰したらあくを取る。コンソメを加え
て中火で15分ほど煮込み、火を止める。
4に生クリームと塩適量を加え、粗熱が取れたらミキ
サーにかけて滑らかにする（省いても構わない）。
5を鍋に戻し、2を入れて温める。

シカトマト
クリームシチュー

シカもも肉……………400g
調味液
　砂糖……………小さじ２
　塩………………小さじ１
　酢………………大さじ２
玉ねぎ………………小２個
にんにく………………２片

トマト水煮缶…………400g
トマトペースト…大さじ１
顆粒コンソメ…小さじ２½

生クリーム（動物性）
　…………………½カップ
片栗粉　サラダ油　オリー
ブ油　塩

材料（4人分）

シカ肉は「調味液」で漬け込むとやわらかくなり、臭みも取れま
す。かみ応えがある肉のうま味も増します。トマトベースのク
リームシチューにサフランライスを添えました。

イノシシ肉のオイル煮

作り方
1

2

3

肉はひと口大に切り、塩小さじ1½をふる。
セロリ、にんじん、玉ねぎはひと口大に切る。
圧力鍋にすべての食材とオリーブ油１カップを入れて、
必ず弱火で約40分加熱する。

イノシシ肉（部位は好みで）
　………………………200g
セロリ…………………½本
にんじん………………½本

玉ねぎ…………………¼個
にんにく………………１片
ローリエ………………１枚
塩　オリーブ油

材料（4人分）

調理はとても簡単。圧力鍋を使えば、ももやスネなどの赤身
の部位もやわらかくなり、うま味が凝縮されます。脂身の多い
ジューシーなお肉は、野菜といっしょにいただくと、より味わい
が広がります。

圧力鍋は使い方を間違えると蒸気がふき出すなどの危険があります。
取扱説明書どおりに正しく使用してください

※１カップ＝200㎖

み
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Μ
Ͳ
Λ
ܖ
໿
೶
Ո
͔
Β
ௐ
ୡ

͠
ͯ
͍
る
Ố
͜
͏
͠
ͯ
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ン
͕
೶
Ո
の
҆
ఆ

͠
ͨ
ܦ
Ӧ
Λ
ࢧ
͑
る
Ұ
ํ
、

大
迫
町
಺
の
ܖ
໿
೶
Ո
は
͢

΂
ͯ
エ
ί
ϑ
Ỹ
ー
Ϛ
ー
の
ೝ

ఆ
Λ
ड
͚
、
ݮ
೶
ༀ
ɾ
௿
Խ

ֶ
ං
ྉ
Ͱ
ྑ
࣭
ͳ
Ϳ
Ͳ
͏
Λ

ੜ
࢈
͢
る
͜
ͱ
に
Α
ỳ
ͯ
、

ワ
イ
ン
଄
Γ
Λ
ࢧ
͑
ͯ
͍
る
Ố

ủ
೶
Ո
あ
ỳ
て
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
Ứ
と
い
う
ࠤ
౻
さ
Μ
か

ら
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
と
೶

Ո
の
素
ఢ
な
औ
り
૊
Έ
を
ڭ

͑
て
い
た
ͩ
͖
ま
し
た
。

栽
培
೶
Ո
の
ാ
͝
と
に
ワ

イ
ン
を
ৢ
଄
し
、
ऩ
֭
し
た

ཌ
年
の
̏
݄
に
は
、
ੜ
࢈
ऀ

の
方
ʑ
に
ࣗ
෼
が
ҭ
て
た
ぶ

ど
う
の
ワ
イ
ン
を
ຯ
Θ
ỳ
て

΋
ら
う
と
い
う
΋
の
。

ủ
ࣗ
෼
の
ぶ
ど
う
が
࠷
ऴ
త

に
ど
う
い
う
΋
の
に
な
る
の

か
を
஌
ỳ
て
い
る
の
と
஌
ら

な
い
の
と
で
は
、
栽
培
΁
の

気
࣋
ͪ
΋
શ
͘
ҧ
う
と
思
い
ま
す
。
ࠓ

年
の
ワ
イ
ン
は
͓
い
し
͘
で
͖
た
と
か

ࢎ
ỳ
ͺ
͘
な
ỳ
た
と
か
、
ࣗ
෼
の
ઉ
で

֬
か
め
る
こ
と
が
ぶ
ど
う
࡞
り
の
ྭ
Έ

に
ͭ
な
が
る
は
ͣ
Ứ
と
、
ࠤ
౻
さ
Μ
は

͓
ỳ
し
Ỵ
い
ま
す
。

೶
Ո
の
ҙ
ࣝ
を
高
め
る
こ
と
が
ワ
イ

ン
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
Ҿ
͖
্
͛
る
ج

ຊ
。
࣮
ݱ
す
る
に
は
೶
Ո
と
の
ࡉ
΍
か

な
࿈
ܞ
が
ඞ
ཁ
で
す
。
ぶ
ど
う
の
඼
छ

બ
ఆ
΍
栽
培
ࢦ
ಋ
な
ど
、
ݪ
ྉ
ௐ
ୡ
の

ࠤ
ʑ
໦
さ
Μ
た
ͪ
が
ଓ
͚
て
͖
た
地
ಓ

な
ަ
ྲྀ
。
そ
う
し
た
ؔ
܎
の
΋
と
で
ҭ

ま
れ
た
ぶ
ど
う
ͩ
か
ら
こ
そ
、
テ
ϩ

ワ
ー
ル
を
ө
す
ワ
イ
ン
を
ৢ
し
て
͘
れ

る
の
か
΋
し
れ
ま
ͤ
Μ
。

ま
ͣ
、ủ
リ
ー
ε
リ
ン
ά
ɾ
リ
Φ
ン
Ứ

の
̎
̌
̍
̐
年
を
ࢼ
ҿ
さ
ͤ
て
΋
ら
い

ま
し
た
。
土
地
の
࣋
ͭ
͖
れ
い
な
ϛ
ω

ϥ
ル
ײ
と
リ
ー
ε
リ
ン
ά
ɾ
リ
Φ
ン
の

ࢎ
ຯ
の
ό
ϥ
ン
ε
が
素
晴
ら
し
͘
、
৯

あ
る
Ố
͜
͜
は
̐
Ỗ
̑
ԯ
೥
લ
の
ݹ
ੜ

୅
に
ܗ
੒
͞
Ε
ͨ
ۃ
Ί
ͯ
ݹ
͍
地
࣭
Ͱ
、

ऑ
Ξ
ル
Χ
Ϧ
ੑ
の
ੴ
փ
࣭
の
、
ワ
イ
ン

ৢ
଄
༻
の
Ϳ
Ͳ
͏
࠿
ഓ
の
ͨ
Ί
に
あ
ͭ

Β
͑
ͨ
Α
͏
ͳ
ς
ϩ
ワ
ー
ル
ớ
౔
৕
ỜỐ

܏
ࣼ
地
の
த
ෲ
に
あ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
訪
Ͷ
た
の
は
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
の

ओ
ྗ
඼
छ
の
ͻ
と
ͭ
、ủ
π
ϰ
Ỹ
イ
ή
ル

τ
Ϩ
ー
ϕ
Ứ
の
ऩ
֭
が
ऴ
Θ
り
、
ৢ
଄

の
࢓
ࣄ
が
࢝
ま
ỳ
て
い
る
࣌
ظ
で
し
た
。

๩
し
い
߹
ؒ
を
͵
ỳ
て
、
޿
ใ
୲
౰
の

ࠤ
౻
ཽ
ଠ
さ
Μ
、
੡
଄
෦
の
ݪ
ྉ
ௐ
ୡ

੹
೚
ऀ
ɾ
ࠤ
ʑ
໦
ढ़

༸
さ
Μ
、
ৢ
଄
ٕ
ࢣ

の
੹
೚
ऀ
ɾ
ߦ
઒
༟

࣏
さ
Μ
が
、
Ֆ
ר
ࢢ

෤
ಒ
が
ٰ
೶
ۀ
ݚ
ڀ

ॴ
の
ڞ
ಉ
ݚ
ڀ
ะ
৔

΁
Ҋ
಺
し
て
͘
ͩ
さ

い
ま
し
た
。

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン

ͱ
花
巻
市
͕
ڞ
ಉ
Ͱ

ӡ
Ӧ
͠
ͯ
͍
る
の
͕

෤
ಒ
͕
ٰ
೶
ۀ
ݚ
ڀ

ॴ
Ố
͜
の
ะ
৔
Ͱ
৽

ͨ
ͳ
඼
छ
ಋ
ೖ
に
޲

͚
ͨ
ৢ
଄
༻
の
Ϳ
Ͳ

͏
の
ࢼ
ݧ
࠿
ഓ
Λ
ߦ

ỳ
ͯ
͍
る
Ố·
ͨ
、エ

ー
デ
ル
ワ
イ
ン
Ͱ
は
、

ݪ
ྉ
ͱ
ͳ
る
ৢ
଄
༻

඼
छ
Ϳ
Ͳ
͏
の
΄
ͱ

ٰの্からݟた大ഭ町。ன໷のԹ౓ࠩが大き͘ ߱Ӎྔがগな͘ ஍ͱ͍ࣼ܏、 う஍ܗは·さに
ワイン଄りの理૝ͱも͍ Δ͑෩౔

オースτリΞͰ͘޿ 栽培されͯ
͍Δ੺ワイン༻඼छ。΍わらか
͍ौΈͱ৺஍よ͍ 、味にՃ͑ࢎ
スύイシーͰϕリーྨをኲኵさ
Δͤ り߳のワインに

πϰΝイήϧτϨーϕ

ौΈはڧ な͘͘ 、՚΍かなフ
ルーςΟさがಛ௃。「エーデル
ワイン」の໊Ͱ࠷ॳにৢ଄した
੺ワインは͜ のΩϟンϕルを࢖
༻したもの

Ωϟϯϕϧ

ईͱリースリンάをަ഑ࡾभߕ
したനワイン༻඼छ。のͼ΍か
なࢎ味ͱほのかな੨りΜ͝の
߳り、ͦ しͯ ౔஍༝དྷのϛωラ
ルがࡍ立つワインになΔ

リーεリϯά・リΦϯ

ૣख़Ͱҭͯ΍す͘ ྫྷྋ஍Ͱの
栽培にも͘޲ ੺ワイン༻඼छ。
ौΈ΍ࢎ味は΍΍গな͍が、
Χシス΍ϕリーなどॖڽされた
Ռ࣮ を߳͡ײ Δワインに

ϝϧϩー

஍Ͱも栽培し΍す͍നワྫྷפ
イン༻඼छ。ϚスΧッτ、ҍ、ラ
イνなど๛५なՌ࣮߳がࡍ立
つ。ޱ؁ۃからਏޱ·Ͱ࡞られ
͍ͯΔ

ナイΞΨϥ

ࣸਅ提ڙʗエーデルワイン

ഓさΕͯ࠿ ͍るओͳͿͲう
エーデルワインͱܖ໿しͯ ͍Δ大ഭのৢ଄༻඼छぶ
どう栽培農家は、エίファーϚーのೝ定（౔ͮ͘ りͱԽ
ֶං料・農ༀの௿ݮをҰମతにߦう農業者のೝ定
੍౓）を受͚、ྑ ࣭なぶどう࡞りにऔり૊Ή。ぶどうの
඼छは౔৕΍ඍົな気ީのҧ͍をۃݟΊ、ͦ の౔
஍にదしたものをબͼ栽培

数
年
前
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
訪
問
し
て
、
そ
の
ワ
イ
ン
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
に
驚
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
気
候
、
地
形
、
土
壌
な

ど
の
特
性
を
活
か
し
て
、
こ
こ
で
ぶ
ど

う
を
栽
培
す
る
と
決
め
た
方
は
素
晴
ら

し
い
判
断
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
の
あ
る
岩
手
県
花

巻
市
大
迫
町
は
、
北
上
山
地
の
山
麓
に

高
品
質
な
ワ
イ
ン
を
生
む

̐
億
年
以
上
前
の
地
質

栽
培
農
家
の
努
力
の

結
晶
を
試
飲
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Vo l . 8

北上山地の主峰、早
はや

池
ち

峰
ね

山
さん

をはるかに望む里山、大
おお

迫
はさま

町
まち

。
傾斜地という地形と石灰質の土壌、そして寒暖差のある気候は、
まさにワイン品種のぶどう栽培に適した風土といえます。
そんな大迫の丘にエーデルワインのワイナリーがあります。
取材・文／一志りつ子　撮影／永野佳世

ぶどう栽培のプロフェッショナル、エーデルワインの原料調達責任者・佐々木俊洋氏に今年のぶどうのお話をうかがう

平野由希子さん
今回の案内人

料理研究家。素材のも
ち味を引き出すシンプル
なレシピに定評あり。東
京・大井町にワインバー
「8huit.」を、根津にワイン
に合う焼き鳥がメインの
「76vin」をオープン。雑
誌、書籍、料理提案など
の仕事のかたわら、週に1回ほど店に立つ。近著
は『本気の肉レシピ』（ぴあ刊）。2015年、フランス
の農業発展に貢献した功績を評価され、フランス
政府より農事功労章シュヴァリエを受勲

岩手・大
お お

迫
は さ ま

風土と向き合うワイナリー

料理研究家・平野由希子さんが案内する
数
年
前
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
訪
問
し
て
、
そ
の
ワ
イ
ン
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
に
驚
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
気
候
、
地
形
、
土
壌
な

ど
の
特
性
を
活
か
し
て
、
こ
こ
で
ぶ
ど

う
を
栽
培
す
る
と
決
め
た
方
は
素
晴
ら

し
い
判
断
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
の
あ
る
岩
手
県
花

巻
市
大
迫
町
は
、
北
上
山
地
の
山
麓
に
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p.17 p.16

ᶃᶄࡱӨ／ツチμϢリί

く
「
ミ
ネ
ラ
ル
感
」
と
い
う
言
葉
を
使

う
。
こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
同
じ
く
、

カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
の

鉱
物
の
こ
と
。
ワ
イ
ン
の
ミ
ネ
ラ
ル
は
、

ぶ
ど
う
が
育
つ
土
壌
に
由
来
す
る
。

１
億
５
千
年
〜
２
億
年
前
の
ジ
ュ
ラ
紀

の
地
質
と
言
わ
れ
る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地

方
の
シ
ャ
ブ
リ
な
ど
も
ミ
ネ
ラ
ル
感
の

あ
る
ワ
イ
ン
の
生
産
地
だ
。
ミ
ネ
ラ
ル

は
ワ
イ
ン
の
味
の
骨
格
を
作
る
と
も
言

わ
れ
、
大
事
な
要
素
の
ひ
と
つ
。

次
に
い
た
だ
い
た
の
が
「
シ
ル
バ
ー

　

ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
２
０
１
２
」。

大
好
き
な
品
種
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
は
雨
に
あ

た
る
と
実
が
割
れ
て
し
ま
う
。
放
っ
て

お
く
と
そ
こ
か
ら
カ
ビ
が
発
生
す
る
の

で
、
割
れ
た
実
を
こ
ま
め
に
取
り
除
く

こ
と
が
必
要
な
、
手
間
の
か
か
る
ぶ
ど

う
で
す
。
い
い
ぶ
ど
う
は
こ
う
し
た
農

家
さ
ん
の
努
力
の
結
晶
」
と
行
川
さ
ん

は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

タ
ン
ニ
ン
が
ま
ろ
や
か
で
、
ス
パ
イ

シ
ー
。
ミ
ネ
ラ
ル
感
が
立
つ
こ
と
で
、

奥
行
き
の
あ
る
赤
ワ
イ
ン
に
な
っ
て
い

ま
す
。
鹿
肉
や
短
角
牛
な
ど
、
赤
身
の

肉
に
ぴ
っ
た
り
。
魚
だ
と
ま
ぐ
ろ
と
か
、

こ
っ
く
り
と
煮
た
肉
じ
ゃ
が
な
ん
か
も

合
い
そ
う
。

　

最
後
に
い
た
だ
い
た
「
メ
ル
ロ
ー
’12

年
」
は
、
佐
々
木
さ
ん
の
実
家
で
栽
培

し
た
ぶ
ど
う
で
造
ら
れ
た
ワ
イ
ン
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
は
今
年
の
ウ
ィ
ー
ン
国

際
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
。

「
日
本
で
栽
培
さ
れ
た
メ
ル
ロ
ー
で
こ

ん
な
に
果
実
の
凝
縮
感
が
出
る
の
は
珍

し
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
渋
み
と
黒
い

果
実
を
思
わ
せ
る
香
り
が
す
る
」
と
い

う
行
川
さ
ん
の
解
説
を
う
か
が
い
な
が

ら
、
香
り
を
き
き
、
ひ
と
口
。
今
は
ま

だ
渋
み
が
立
ち
ま
す
が
、
３
年
ぐ
ら
い

寝
か
せ
て
飲
む
と
最
高
の
ワ
イ
ン
に
な

る
予
感
が
し
ま
す
。

初
め
て
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
を
い
た
だ

い
て
か
ら
数
年
経
ち
ま
す
が
、
変
わ
ら

ぬ
お
い
し
さ
に
は
感
動
を
覚
え
ま
す
。

大
迫
町
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
豊
か
さ
だ
け

で
な
く
、
手
抜
き
の
な
い
ぶ
ど
う
栽
培
、

そ
し
て
ぶ
ど
う
の
力
を
見
極
め
た
醸
造

技
術
が
、
さ
ら
に
ワ
イ
ン
に
磨
き
を
か

け
て
い
る
と
再
認
識
。
こ
れ
か
ら
が
ま

す
ま
す
楽
し
み
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
す
。

大
迫
町
の
隣
町
、
紫し

わ波
町
は
食
料
自

給
率
１
７
０
％
と
い
う
驚
異
的
な
地
産

地
消
の
町
。
県
内
で
も
産
直
の
町
と
し

て
知
ら
れ
、
町
内
に
10
カ
所
の
産
直
物

販
売
所
が
あ
り
ま
す
。

都
市
再
生
整
備
事
業
「
オ
ガ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
施
設
の
ひ
と
つ
、
オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
に
は
、
農
村
と
都
市
を

つ
な
ぐ
拠
点
「
紫
波
マ
ル
シ
ェ
」
が
あ
る
。

紫
波
全
域
の
食
材
が
手
に
入
る
「
オ
ー

ル
紫
波
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
生
鮮
食

料
品
３
品
（
青
果
、
肉
、
魚
）
を
揃
え
、

惣
菜
や
加
工
品
な
ど
に
も
力
を
注
ぐ
。

産
直
の
町
だ
け
あ
っ
て
、
紫
波
町
の

魅
力
は
何
と
言
っ
て
も
食
材
。
マ
ル

中
酒
と
し
て
最
高
の
白
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

「
30
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
栽
培
を
始
め
た

品
種
で
、
毎
年
い
い
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
く

れ
ま
す
。
２
０
１
４
年
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
て
」
と
行
川
さ
ん
。
醤
油
か
ら
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
ま
で
幅
広
い
調
味
料
に
合
う
、

日
本
の
食
卓
向
き
の
白
ワ
イ
ン
で
す
。

ワ
イ
ン
の
味
を
表
現
す
る
と
き
、
よ

シ
ỻ
に
は
、
৽
઱
で
࠼
り
豊
か
な
੨
果

物
や
ブ
ラ
ン
υ
牛
な
ど
、
自
વ
の
恵
み

が
ᷓ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
༗
数
の
ぶ
ど
う
の
産
地
で
も
あ

る
紫
波
。
そ
の
恵
ま
れ
た
౔
৕
か
ら
生

ま
れ
た
ワ
イ
ン
に
も
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
ԑ
あ
っ
て
、
こ
の
マ
ル
シ

ỻ
の
౩
ଓ
き
に
あ
る
カ
ϑ
ỻ
の
ϓ
ロ
デ

ỿ
ー
ス
を
す
る
こ
と
に
。
地
ݩ
な
ら
で

は
の
食
材
と
そ
れ
ら
に
合
う
ワ
イ
ン
を

ଟ
く
の
ํ
に
味
わ
っ
て
΄
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
紫
波
、
ؠ
手
の
食
材
を
ѻ

う
コ
ー
ώ
ー
ˍ
ワ
イ
ン
の
ళ
と
し
て
、

リ
ニ
ỿ
ー
Ξ
ル
し
ま
し
た
。

食
材
を
ٻ
め
て
、
マ
ル
シ
ỻ
や
地
Ҭ

の
生
産
ऀ
を
๚
Ͷ
て
ճ
っ
て
い
る
と
、

ま
た
৽
た
な
出
ձ
い
や
発
見
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
͝
ԑ
も
大
੾
に
し
な
が

ら
、
こ
の
恵
み
豊
か
な
地
Ҭ
の
魅
力
を

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
料
自
給
率
１
７
０
％
の
町
で

始
ま
っ
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

ΦΨールϓϥβ
DP⒎FF � XJOF 4832
ฏ໺さΜがプロデϡースするΧϑΣ
では、ࢵ೾をத৺に岩手の食ࡐを
࢖ たͬ࣎味豊かなྉཧが しָΊる

☎019-601-6988
営業時間：11時～ 21時　
ఆ休日：12/31～ 1/3
（年にΑͬてҟなる）

ΦΨールϓϩδΣΫト
JRࢵ೾தԝӺલ町༗地の౎市࠶生੔උܭը

事業「オΨールプロδΣΫト」。׭ຽ連携で、ެ ڞ
ॅ、設、αοΧー৔ࢪ設、঎業ࢪ ୐など、౎市と農
ଜがڞ生する֗を目ࢦす。「オΨール」は、෹ޠの
Ψール（Ӻ）とࢵ೾ํݴ「おがる」（成長）の߹成ޠ。

岩手県ࢵ೾ࢵ܊೾町ࢵ೾தԝӺલೋஸ目3-3　☎019-681-1316

౾、か΅ͪΌ౳は価格มಈ͋Γ
＊価格はすべて੫ผ

೾ϚルシΣをӡ営するオΨࢵ
ールࢵ೾の୅දऔక໾ࠤ・ ʑ
໦ኍ氏は「地元産ならԿで΋
Ζͦう」ϚルシΣを目ࢦしている

্／ϚルシΣでചられている、「ࣗ園ࣗ醸ワインࢵ
೾ヤϚιーϏχオン」 （左・1,404ԁ）、「ࣗ園ࣗ醸ワイ
ンࢵ೾リースリング・リオン」（右・1,620ԁ）
த／੨い大౾（100g250ԁ）、஡౾（̍ kg680ԁ）な
ど௝しい౾΋
下／ 9月のऔࡐ時にはか΅ͪΌが豊෋にฒぶ。
৽඼छのロロンか΅ͪ Ό（200ԁ）

ΦΨールϓϥβ
௚෦໳ʣ࢈೾ϚルシΣʢࢵ
「オールࢵ೾」をϞοトーに໺ࡊ・Ռ
෺、ڕ、೑の生઱඼のଞ、ס෺、農
ச産෺のՃ޻඼など、豊෋な඼ἧ
え。また地元農家のঁੑたͪ が࡞
るお૜ࡊ΋ਓؾ

☎019-672-1504
営業時間：9時～ 18時40分
ఆ休日：1/1～ 4

右／ࢵ೾ϚルシΣからの໺
αラμ（1,200ԁ）  ᶃࡊ
下／岩手ܗࢁଜのίンϏー
ϑ΍ハϜ、岩手産ಲのύς・
υ・Χンύーχϡ΍リエοトなど、
ワインに߹うྉཧがἧうᶄ
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く
「
ミ
ネ
ラ
ル
感
」
と
い
う
言
葉
を
使

う
。
こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
同
じ
く
、

カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
の

鉱
物
の
こ
と
。
ワ
イ
ン
の
ミ
ネ
ラ
ル
は
、

ぶ
ど
う
が
育
つ
土
壌
に
由
来
す
る
。

１
億
５
千
年
〜
２
億
年
前
の
ジ
ュ
ラ
紀

の
地
質
と
言
わ
れ
る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地

方
の
シ
ャ
ブ
リ
な
ど
も
ミ
ネ
ラ
ル
感
の

あ
る
ワ
イ
ン
の
生
産
地
だ
。
ミ
ネ
ラ
ル

は
ワ
イ
ン
の
味
の
骨
格
を
作
る
と
も
言

わ
れ
、
大
事
な
要
素
の
ひ
と
つ
。

次
に
い
た
だ
い
た
の
が
「
シ
ル
バ
ー

　

ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
２
０
１
２
」。

大
好
き
な
品
種
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
は
雨
に
あ

た
る
と
実
が
割
れ
て
し
ま
う
。
放
っ
て

お
く
と
そ
こ
か
ら
カ
ビ
が
発
生
す
る
の

で
、
割
れ
た
実
を
こ
ま
め
に
取
り
除
く

こ
と
が
必
要
な
、
手
間
の
か
か
る
ぶ
ど

う
で
す
。
い
い
ぶ
ど
う
は
こ
う
し
た
農

家
さ
ん
の
努
力
の
結
晶
」
と
行
川
さ
ん

は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

タ
ン
ニ
ン
が
ま
ろ
や
か
で
、
ス
パ
イ

シ
ー
。
ミ
ネ
ラ
ル
感
が
立
つ
こ
と
で
、

奥
行
き
の
あ
る
赤
ワ
イ
ン
に
な
っ
て
い

ま
す
。
鹿
肉
や
短
角
牛
な
ど
、
赤
身
の

肉
に
ぴ
っ
た
り
。
魚
だ
と
ま
ぐ
ろ
と
か
、

こ
っ
く
り
と
煮
た
肉
じ
ゃ
が
な
ん
か
も

合
い
そ
う
。

　

最
後
に
い
た
だ
い
た
「
メ
ル
ロ
ー
’12

年
」
は
、
佐
々
木
さ
ん
の
実
家
で
栽
培

し
た
ぶ
ど
う
で
造
ら
れ
た
ワ
イ
ン
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
は
今
年
の
ウ
ィ
ー
ン
国

際
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
。

「
日
本
で
栽
培
さ
れ
た
メ
ル
ロ
ー
で
こ

ん
な
に
果
実
の
凝
縮
感
が
出
る
の
は
珍

し
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
渋
み
と
黒
い

果
実
を
思
わ
せ
る
香
り
が
す
る
」
と
い

う
行
川
さ
ん
の
解
説
を
う
か
が
い
な
が

ら
、
香
り
を
き
き
、
ひ
と
口
。
今
は
ま

だ
渋
み
が
立
ち
ま
す
が
、
３
年
ぐ
ら
い

寝
か
せ
て
飲
む
と
最
高
の
ワ
イ
ン
に
な

る
予
感
が
し
ま
す
。

初
め
て
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
を
い
た
だ

い
て
か
ら
数
年
経
ち
ま
す
が
、
変
わ
ら

ぬ
お
い
し
さ
に
は
感
動
を
覚
え
ま
す
。

大
迫
町
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
豊
か
さ
だ
け

で
な
く
、
手
抜
き
の
な
い
ぶ
ど
う
栽
培
、

そ
し
て
ぶ
ど
う
の
力
を
見
極
め
た
醸
造

技
術
が
、
さ
ら
に
ワ
イ
ン
に
磨
き
を
か

け
て
い
る
と
再
認
識
。
こ
れ
か
ら
が
ま

す
ま
す
楽
し
み
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
す
。

大
迫
町
の
隣
町
、
紫し

わ波
町
は
食
料
自

給
率
１
７
０
％
と
い
う
驚
異
的
な
地
産

地
消
の
町
。
県
内
で
も
産
直
の
町
と
し

て
知
ら
れ
、
町
内
に
10
カ
所
の
産
直
物

販
売
所
が
あ
り
ま
す
。

都
市
再
生
整
備
事
業
「
オ
ガ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
施
設
の
ひ
と
つ
、
オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
に
は
、
農
村
と
都
市
を

つ
な
ぐ
拠
点
「
紫
波
マ
ル
シ
ェ
」
が
あ
る
。

紫
波
全
域
の
食
材
が
手
に
入
る
「
オ
ー

ル
紫
波
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
生
鮮
食

料
品
３
品
（
青
果
、
肉
、
魚
）
を
揃
え
、

惣
菜
や
加
工
品
な
ど
に
も
力
を
注
ぐ
。

産
直
の
町
だ
け
あ
っ
て
、
紫
波
町
の

魅
力
は
何
と
言
っ
て
も
食
材
。
マ
ル

中
酒
と
し
て
最
高
の
白
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

「
30
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
栽
培
を
始
め
た

品
種
で
、
毎
年
い
い
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
く

れ
ま
す
。
２
０
１
４
年
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
て
」
と
行
川
さ
ん
。
醤
油
か
ら
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
ま
で
幅
広
い
調
味
料
に
合
う
、

日
本
の
食
卓
向
き
の
白
ワ
イ
ン
で
す
。

ワ
イ
ン
の
味
を
表
現
す
る
と
き
、
よ

エーデルワイン  ワインシャトー大迫
1962年、大迫町のぶどうの生産振興を目的に設立
されたエーデルワイン。地元農家と連携し、ワイン
醸造技術に磨きをかけ、国内外で評価されるワイ
ンを醸す

岩手県花巻市大迫町10-18-3　☎0198-48-3200
営業時間：9時～ 16時30分
＊5/1～ 10/31は17時まで延長
休館日：年末年始（12/31～ 1/3）

醸造技師の責任者、行川裕治氏が、一次発
酵を終え圧搾された赤ワインの味を確認

樽に移されてセラーで寝かされる赤ワイン。静かな熟成の時がおいしいワインを育む

右／酸とミネラルのバランス
が素晴らしい白。日本の家庭
の食事を引き立てて豊かにし
てくれるワイン
下／左から「ハヤチネゼーレ 
メルロー熟成樽 2012」「シル
バー ツヴァイゲルトレーベ
2012」「五月長根葡萄園 リー
スリング・リオン2014」（すべて
オープン価格）　
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市役所職員が奮闘

市役所職員の人材育成

雲仙市鳥獣被害対策実施隊の
設置（市職員で構成）

４人の青年農業者を
民間実施隊員として任命

民間実施隊独自の活動
（イノシシ被害地区への巡回指導等）

平成26年度 鳥獣被害対策優良活動表彰　
農林水産大臣賞受賞

12名体制の対策実施隊に

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
防
護
、
棲
み
分
け
、

捕
獲
の
三
本
柱
で
進
め
て
い
ま
す
。

「
防
護
は
単
に
柵
を
整
備
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ノ

シ
シ
は
賢
い
動
物
で
、
侵
入
の
仕
方
を

ど
ん
ど
ん
変
え
て
く
る
の
で
、
対
策
は

知
恵
比
べ
。
ま
た
、
防
護
柵
は
設
置
後
、

管
理
を
怠
ら
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
」

（
元
村
さ
ん
）

棲
み
分
け
で
は
、
ほ
場
の
近
く
に
草

が
生
い
茂
っ
て
侵
入
経
路
に
な
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、
ヤ
ギ
を
放
牧
し
て
緩
衝

帯
を
整
備
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

捕
獲
に
つ
い
て
は
、
４
名
の
民
間
隊
員

が
わ
な
猟
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
の
「
見
え
る
化
」
も
意

識
。
白
地
図
と
航
空
写
真
を
使
っ
て
、

イ
ノ
シ
シ
の
痕
跡
や
棲
み
家
と
な
る
藪
、

収
穫
残
渣
、
防
護
柵
の
設
置
状
況
な
ど

を
記
入
し
た
「
集
落
環
境
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
、
地
域
住
民
と
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
被
害
の
発
生
要
因
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

よ
り
、被
害
額
を
ピ
ー
ク
時
か
ら
８
割
以

上
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

「
人
を
育
て
る
こ
と
と
、
人
と
人
を
つ

な
ぐ
こ
と
」。
鳥
獣
被
害
と
向
き
合
っ

て
き
た
松
尾
裕
樹
さ
ん
は
対
策
の
秘
訣

を
そ
う
語
り
ま
す
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
な

が
ら
も
、
新
た
に
対
策
を
講
じ
る
地
域

が
増
え
、
市
の
職
員
の
み
の
体
制
で
は

十
分
な
現
地
指
導
が
困
難
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
13
年
３
月
、
新
た
に
若
手

の
農
業
者
４
名
を
民
間
実
施
隊
員
に
任

命
し
ま
し
た
。

愛
知
県
の
企
業
に
勤
め
た
後
、
地
元

に
戻
っ
て
就
農
し
た
元
村
孝
太
郎
さ
ん

も
隊
員
の
１
人
。
任
命
さ
れ
る
前
か
ら
、

農
作
物
の
食
害
や
踏
み
つ
け
の
被
害
に

危
機
感
を
お
ぼ
え
、「
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
農

業
青
年
ク
ラ
ブ
）」（
※
）
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
防
護
柵
の
点
検
・
管
理
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
り

組
織
的
に
地
域
の
農
業
を
守
り
た
い
、

と
い
う
思
い
か
ら
参
加
を
決
意
し
た
の

で
す
。

農
家
の
視
点
を
活
か
し
て
活
動
す
る

元
村
さ
ん
は
、「
初
め
は
先
輩
の
農
家

に
遠
慮
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
の
親
や
祖
父
の
世
代
に
農
業

者
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
た
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と

微
笑
み
ま
す
。

こ
う
し
て
、
元
村
さ
ん
た
ち
若
手
の

奮
闘
を
見
た
農
家
の
意
識
は
さ
ら
に
高

ま
り
、
自
分
た
ち
の
地
域
で
も
が
ん
ば

ろ
う
と
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が

広
が
り
ま
し
た
。

青年農業者と市職員が連携
若い力で鳥獣被害対策に取り組む

ए
ख
೶
ۀ
ऀ
Λ
ୂ
員
ʹ
೚
໋

※イノシシ対策A級インストラクター：知識・技能の習得に加えて地域での対策指導の実習を行い、被害対策を実施する地域リーダーの指導者として県が認定する制度※４Ｈクラブ（農業青年クラブ）：農業技術の改良などを目的とする若い農業者の組織。名称は腕（Hands）、頭（Head）、心（Heart）、健康（Health）の４つのＨを意味する

雲仙市鳥獣被害対策実施隊のಛ௃తͳऔΓ૊み

［ॴࡏ஍］௕࡚県Ӣઋ࠺ޗࢢொޱڇ名714（Ӣઋࢢ໾ॴ）
［対৅஍۠］௕࡚県Ӣઋࢢ管಺
［ओཁͳۀࣄ］ௗ्被害対策
［隊һ］12名（民間実施隊４名、ࢢ໾ॴ農ྛਫ࢈՝৬員̔ 名）

Data

ϫイϠーメοシϡ柵には೜ͼฦしをつ͚るΑう指導。メンς
φンスもॏࢹしている

ಋ1ࢦのઃஔࡤ
ほ৔にۙͮ͘ 加害ಈ෺を֬認するたΊのηンαーΧメラ。
्छの֬認΍行ಈௐࠪを行う

ϋΠςΫثػのར༻2

雲仙市鳥獣被害対策実施隊のあゆみ

ౕ
Β
ͱ
の
஌
ܙ
ൺ
΂
。ਓ
Λ
ҭ
ͯ
、ਓ
ͱ
ਓ
Λ
ͭ
ͳ
͍
Ͱ
͍
͘
͠
͔
ͳ
͍
。

地域住民もަえ、地域ぐるΈで被害対策΍改ળܭըな
どについて࿩し߹う

ूམͰの࠲ஊձ3

ର
ࡦ
の
ࡾ
ຊ
ப
ͱ
Մ
ࢹ
Խ
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市役所職員が奮闘

市役所職員の人材育成

雲仙市鳥獣被害対策実施隊の
設置（市職員で構成）

４人の青年農業者を
民間実施隊員として任命

民間実施隊独自の活動
（イノシシ被害地区への巡回指導等）

平成26年度 鳥獣被害対策優良活動表彰　
農林水産大臣賞受賞

12名体制の対策実施隊に

島
原
半
島
の
北
西
部
、
雲
仙
岳
に
つ

ら
な
る
丘
陵
の
広
が
る
雲
仙
市
は
、
温

暖
な
気
候
を
生
か
し
た
露
地
野
菜
や
イ

モ
類
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
し
か

し
、
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
な

ど
か
ら
鳥
獣
被
害
が
拡
大
し
、
ピ
ー
ク

時
の
２
０
０
６
年
度
に
は
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
額
が
５
９
８
０
万

円
に
達
し
ま
し
た
。

被
害
に
頭
を
抱
え
て
い
た
市
で
は
、

ま
ず
、
職
員
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を

図
る
た
め
、
09
年
に
長
崎
県
主
催
の
イ

ノ
シ
シ
対
策
Ａ
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（
※
）
の
養
成
講
座
に
市
職
員
を
参
加
さ

せ
ま
し
た
。

「
電
気
柵
は
イ
ノ
シ
シ
の
腹
と
鼻
に
効

く
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
な
ど
、
具
体

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
得
る
う
え
で

有
効
で
し
た
」
と
語
る
の
は
、
Ａ
級
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
取
得
し
た
雲
仙
市

産
業
振
興
部
農
林
水
産
課
農
業
班
の
松

尾
裕
樹
さ
ん
で
す
。

市
役
所
内
で
の
人
材
育
成
を
進
め
た

同
市
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
11

年
に
専
門
知
識
や
技
術
を
備
え
た
市
職

員
５
名
で
雲
仙
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
を
結
成
し
ま
す
。
実
施
隊
で
は
、
被

害
対
策
の
集
合
研
修
や
集
落
に
出
向
い

て
出
前
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
被
害

対
策
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
持
っ
た

地
域
の
中
核
と
な
る
人
材
（
地
域
リ
ー

ダ
ー
）
の
育
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
防
護
、
棲
み
分
け
、

捕
獲
の
三
本
柱
で
進
め
て
い
ま
す
。

「
防
護
は
単
に
柵
を
整
備
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ノ

シ
シ
は
賢
い
動
物
で
、
侵
入
の
仕
方
を

ど
ん
ど
ん
変
え
て
く
る
の
で
、
対
策
は

知
恵
比
べ
。
ま
た
、
防
護
柵
は
設
置
後
、

管
理
を
怠
ら
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
」

（
元
村
さ
ん
）

棲
み
分
け
で
は
、
ほ
場
の
近
く
に
草

が
生
い
茂
っ
て
侵
入
経
路
に
な
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、
ヤ
ギ
を
放
牧
し
て
緩
衝

帯
を
整
備
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

捕
獲
に
つ
い
て
は
、
４
名
の
民
間
隊
員

が
わ
な
猟
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
の
「
見
え
る
化
」
も
意

識
。
白
地
図
と
航
空
写
真
を
使
っ
て
、

イ
ノ
シ
シ
の
痕
跡
や
棲
み
家
と
な
る
藪
、

収
穫
残
渣
、
防
護
柵
の
設
置
状
況
な
ど

を
記
入
し
た
「
集
落
環
境
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
、
地
域
住
民
と
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
被
害
の
発
生
要
因
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

よ
り
、被
害
額
を
ピ
ー
ク
時
か
ら
８
割
以

上
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

「
人
を
育
て
る
こ
と
と
、
人
と
人
を
つ

な
ぐ
こ
と
」。
鳥
獣
被
害
と
向
き
合
っ

て
き
た
松
尾
裕
樹
さ
ん
は
対
策
の
秘
訣

を
そ
う
語
り
ま
す
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
な

が
ら
も
、
新
た
に
対
策
を
講
じ
る
地
域

が
増
え
、
市
の
職
員
の
み
の
体
制
で
は

十
分
な
現
地
指
導
が
困
難
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
13
年
３
月
、
新
た
に
若
手

の
農
業
者
４
名
を
民
間
実
施
隊
員
に
任

命
し
ま
し
た
。

愛
知
県
の
企
業
に
勤
め
た
後
、
地
元

に
戻
っ
て
就
農
し
た
元
村
孝
太
郎
さ
ん

も
隊
員
の
１
人
。
任
命
さ
れ
る
前
か
ら
、

農
作
物
の
食
害
や
踏
み
つ
け
の
被
害
に

危
機
感
を
お
ぼ
え
、「
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
農

業
青
年
ク
ラ
ブ
）」（
※
）
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
防
護
柵
の
点
検
・
管
理
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
り

組
織
的
に
地
域
の
農
業
を
守
り
た
い
、

と
い
う
思
い
か
ら
参
加
を
決
意
し
た
の

で
す
。

農
家
の
視
点
を
活
か
し
て
活
動
す
る

元
村
さ
ん
は
、「
初
め
は
先
輩
の
農
家

に
遠
慮
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
の
親
や
祖
父
の
世
代
に
農
業

者
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
た
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と

微
笑
み
ま
す
。

こ
う
し
て
、
元
村
さ
ん
た
ち
若
手
の

奮
闘
を
見
た
農
家
の
意
識
は
さ
ら
に
高

ま
り
、
自
分
た
ち
の
地
域
で
も
が
ん
ば

ろ
う
と
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が

広
が
り
ま
し
た
。

野生鳥獣による農業被害が全国で問題化しています。イノシシの食害に悩まされていた長崎県雲仙市では、
地元の若い農業者と市職員が雲仙市鳥獣被害対策実施隊を組織し、
地域ぐるみで対策を推進することで大きな成果をあげています。

青年農業者と市職員が連携
若い力で鳥獣被害対策に取り組む

雲仙市鳥獣被害対策実施隊［長崎県］vol.7 

文／下境敏弘

市
の
職
員
が
立
ち
上
が
る

※イノシシ対策A級インストラクター：知識・技能の習得に加えて地域での対策指導の実習を行い、被害対策を実施する地域リーダーの指導者として県が認定する制度※４Ｈクラブ（農業青年クラブ）：農業技術の改良などを目的とする若い農業者の組織。名称は腕（Hands）、頭（Head）、心（Heart）、健康（Health）の４つのＨを意味する

元村孝太郎さん（写真右から２人目）たち民間実施隊のメンバーと松尾裕樹さん（写真右）。
民間実施隊員は侵入を防ぐ柵の管理のほか、住民の要請に応じて捕獲も行う

雲仙市鳥獣被害対策実施隊のあゆみ

今、この人たちが熱い
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の
負
担
も
小
さ
い
。
捕
獲
映
像
を
確
認

で
き
る
の
で
、
関
係
者
の
モ
チ
ϕ
ー
シ

ἀ
ン
や
知
識
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
」と
話
し
、ϕ
ς
ラ
ン
の
狩
猟
者
ͩ

͚
に
頼
ら
な
い
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、

今
後
の
普
及
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

操
作
が
で
き
る
よ
͏
に
な
り
ま
し
た
。

開
発
に
携
わ
っ
た
㈱
ア
イ
Τ
ス
イ
ー

の
高
橋
完
さ
ん
は
「
メ
ー
ル
受
信
〜
映

像
確
認
〜
遠
隔
操
作
と
い
͏
ス
Ϝ
ー
ζ

な
捕
獲
が
可
能
。
四
六
時
中
モ
ニ
タ
ー

を
監
視
し
な
͘
て
も
い
い
の
で
管
理
者

「ディスカバー農ー農
む ら

山漁村の宝」は、地域が持つ魅力を発掘して農山漁村活
性化につなげていいる優良事例を選定する取り組みです。第２回選定では、
全国683地区から応応募があり、そのうち27地区を優良事例として選定しま
した。さらに、一般か般から募った「応募メ
ッセージ」なども踏ままえ、グランプリに
富山県の「新湊漁業協同同組合」特別賞に
岩手県の「遠野・住田ふるるさと体験協議
会」など、３地区が選ばれれました。

10月29日に選定証授与式がが行われ、式
後の交流会では安倍晋三総理理や森山 �
農林水産大臣が各地区代表者のみのみなさん
と、各地区の取り組みについて積積極的な
意見交換を行いました。

MAFF TOPICS S | aff L ab／ N E W S

警
戒
心
の
強
い
シ
カ
は
、危
険
を
察
知
し
て
回
避
す
る
能
力
が
高
く
、常
に
慎
重
に
行
動
し
ま
す
。
一
方
、安
全
に
食
べ
物
を
得
ら
れ
る
場
所
を
見
つ
け
る
と
、

何
度
も
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
餌
付
け
す
る
こ
と
で
、エ
サ
場
と
し
て
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、工
夫
次
第
で
群
れ
ご
と
の
捕
獲
が
可
能
で
す
。

シ
カ
を
群
れ
で

捕
獲
す
る
方
法

ト
リ
ビ
ア

あふラボああふあ

受賞した地区と全選定地区
グランプリ 富山県射水市 新湊漁業協協同組合
特別賞（グ） 岩手県遠野市 遠野・住田ふふるさと体験協議会
特別賞（プ） 山口県萩市 社会福祉法人人E.G.F

特別賞（ウ） 三重県鳥羽市 相差海女文化運運営協議会
北海道剣淵町 絵本の里けんぶちちVIVAマルシェ
北海道北斗市 函館育ちふっくりんんこ蔵部
青森県平川市 農業生産法人株式会会社グリーンファーム農家蔵
宮城県仙台市 一般社団法人ReRoots

栃木県市貝町 芳那の水晶湖ふれあいのの郷協議会
埼玉県秩父市 お菓子な郷推進協議会
神奈川県平塚市 平塚市漁業協同組合
静岡県西伊豆町 西伊豆しおかつお研究会
石川県能登町 春蘭の里実行委員会
石川県七尾市 NOTO高農園

殿下の里づくり組合福井県福井市 かじかの里山山殿下部会
福井県若狭町 農業生産法人有限会社かみなか農楽楽舎
岐阜県下呂市 馬瀬地方自然公園づくり委員会
滋賀県野洲市 せせらぎの郷
和歌山県有田市 株式会社早和果樹園
和歌山県田辺市 農業法人株式会社秋津野
島根県浜田市 美又湯気の里づくり委員会
岡山県久米南町 北庄中央棚田天然米生産組合
徳島県吉野川市 特定非営利活動法人美郷宝さがし探検隊
香川県多度津町 農事組合法人たどつオリーブ生産組合
熊本県玉名市 小岱山薬草の会
鹿児島県南大隅町 社会福祉法人白鳩会
沖縄県名護市 やんばる畑人プロジェクト

※特別賞（グ）＝グローバル賞、特別賞（プ）＝プロデュース賞、特別賞（ウ）＝ウィメン賞

捕獲対象の動物が入った
ら、遠隔操作でネットを落
とす

首相官邸で行われた交流会で安倍
総理らと各地区代表が意見交換を
行った

 「ディスカバー
農

む ら

山漁村の宝」
 （第2回選定）
受賞地区が決定

NE W S
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24
時
間
、動
画
で
監
視

遠
隔
操
作
で
捕
獲
で
き
る

活
用
ド
ロ
ッ
プ
ネ
ッ
ト

文
／
葵
和
み
ど
り

あふ ラボ
a f f   l a b o r a t o r y

鳥
獣
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
た

県
小
浜
市
。
平
成
22
年
に
シ
カ
の

用
ド
ロ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
「

ビ

ー
ス
ト
キ
ャ
ッ
チ
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
型
の
捕
獲
装
置
は
地
元
農
家
が

考
案
し
、
自
己
負
担
で
開
発
し
た
も
の
。

従
来
の
わ
な
で
は
１
頭
ず
つ
し
か
捕
ま

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
約
20
ｍ
四

方
の
落
下
式
ネ
ッ
ト
や
モ
ニ
タ
ー
に
よ

る
監
視
の
仕
組
み
を
採
用
し
た
こ
と
で
、

初
心
者
や
少
人
数
で
も
容
易
に
大
量
捕

獲
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
モ
ニ
タ
ー
監
視
に
よ
っ
て
最
も
効
率

の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ネ
ッ
ト
を
落
と

せ
る
」と
長
所
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は

同
市
職
員
の
畑
中
直
樹
さ
ん
。
現
在
は

滋
賀
県
や
三
重
県
な
ど
で
22
台
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

MAFF 記「とは農林水産省の英語表記 Ministry 
sof Agriculture, Forestry and Fisheries」の略称」

です。「MAFF TOPICS 省から」では、農林水産省
役立の最新ニュースなどを中心に、暮らしに役立

つさまざまな情報をお届けいたします。

農
家
が
考
案
し
た

画
期
的
ド
ロ
ッ
プ
ネ
ッ
ト

ビ
ー
ス
ト
キ
ャ
ッ
チ

の
可
能
性
に
注
目
し
た
三
重
県
農
業
研

究
所
が
学
生
ら
と
協
力
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
遠
隔
監
視
・
操
作
が
で
き

る
機
能
を
加
え
た
「
ま
る
三
重
ホ
カ
ク

ン
」を
開
発
。
地
元
企
業
が
実
用
化
し

ま
し
た
。
セ
ン
サ
ー
が
シ
カ
の
侵
入
を

検
知
す
る
と
、
登
録
し
た
ア
ド
レ
ス
に

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
る
仕
組
み
も
導
入
。

さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
で
ラ

イ
ブ
映
像
を
配
信
す
る
こ
と
で
、
管
理

者
は
離
れ
た
場
所
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
わ
な
内
を
監
視
・

三
重
で
加
わ
っ
た
Ｉ
Ｔ
技
術

に
よ
る
遠
隔
装
置
シ
ス
テ
ム

「OBAMAビーストキャッチ」は捕獲スイッチを押すと電流が流れてネットが落ちる仕掛け。福井県小
浜市地元農家の山本益弘さん、上見良一さんが考案

右／高性能カメラと赤外
線で、昼夜を問わず監
視。また、動物が侵入す
るとセンサーが反応する
左／ネットの落下装置に
は医療用電磁石を採
用。常に電流を必要とし
ない省エネ仕様

離れた場所からでもパソ
コンやスマートフォンで
ネットの様子を映像で確
認できるので、捕獲対象
を間違えるミスも大幅に
軽減された。開発には三
重県農業研究所と鳥羽
商船高等専門学校が協
力し、（株）アイエスイーが
実用化
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p.23 p.22

ͮ
く
り
を
行
い
、
඼
࣭
の
高
い
ネ
ギ
の

生
産
を
目
ࢦ
し
ま
し
た
。
ॳ
め
て
の
ࢼ

み
で
し
た
か
ら
ど
う
な
る
か
ະ
஌
਺
で

し
た
が
、
૝
૾
以
্
に
出
དྷ
が
Α
く
、

ॊ
ら
か
く
て
生
で
も
؁
み
の
あ
る
ネ
ギ

が
࠾
れ
ま
し
た
」

ࠓ
ޙ
は
ネ
ギ
に
Ճ
え
て
ϒ
ϩ
ỽ
ί

Ϧ
ー
や
α
ト
Π
Ϟ
な
ど
਺
種
ྨ
の
໺
ࡊ

を
通
年
で
ऩ
֭
で
き
る
体
制
を
目
ࢦ
し

て
、
作
付
面
積
を
֦
大
し
て
い
く
༧
定

と
い
い
ま
す
。

「
故
郷
を
཭
れ
͟
る
を
ಘ
な
か
っ
た
ए

い
人
た
ち
が
、
い
つ
か
໭
っ
て
དྷ
た
ら
、

໺
ࡊ
作
り
を
受
け
ܧ
い
で
も
ら
い
、
ތ

り
を
࣋
っ
て
働
け
る
৔
を
つ
く
れ
る
Α

う
、
み
ん
な
で
が
ん
͹
っ
て
い
き
ま
す
」

ඍ
স
Ή
林
さ
ん
の
ࢹ
ઢ
の
先
に
は
、

௟
守
の
ై
が
寄
り
ఴ
う
ネ
ギ
畑
の
み
ず

み
ず
し
い
緑
が
޿
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
෮
ڵ
૯
合
ࢧ
ԉ
事
業
の
無
ঈ

Ϧ
ー
ε
制
౓
を
活
用
し
、
ύ
Π
ϓ
ϋ
΢

ε
や
作
業
所
、
農
業
資
材
は
民
間
の
ࢧ

ԉ
ớ
Ω
Ϧ
ϯ
ឺ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト
Ờ
を
受

け
ま
し
た
。
࠿
ഓ
ٕ
ज़
は
県
相
૒
農
林

事
຿
所
の
ࢦ
ಋ
を
受
け
、
ҵ
৓
の
先
ਐ

的
な
生
産
地
も
ࢹ
࡯
し
ま
し
た
。

転
出
し
た
人
を
含
め
25
人
の
地
権
者

か
ら
土
地
を
借
り
、
が
れ
き
や
堆
積
土

砂
を
除
去
し
、
25
年
４
月
、
１・
2
ha
で

作
付
を
開
始
。
以
降
、
組
合
員
が
力
を

合
わ
せ
て
土
寄
せ
や
病
害
虫
防
除
な
ど

の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

「
海
藻
や
か
つ
お
節
な
ど
を
用
い
て
土

太
平
洋
に
面
し
た
緑

豊
か
な
田
園
風
景
が
一

変
し
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
の
津
波
に
襲
わ

れ
、田
畑
は
浸
水
し
、見

渡
す
限
り
が
れ
き
が
散

乱
す
る
荒
れ
地
と
な
っ

た
の
で
す
。
ど
う
に
か

無
事
だ
っ
た
高
台
の
農

地
も
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
た
め
、

農
作
物
の
作
付
自
粛
や

出
荷
制
限
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

95
戸
中
65
戸
の
家
屋
が
全
壊
す
る
と

い
う
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
福
島
県
南

相
馬
市
北
萱
浜
行
政
区
で
は
、
長
期
に

わ
た
っ
て
避
難
生
活
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
、
多
く
の
住
民
が
他
地

域
へ
の
移
住
を
決
断
す
る
中
、
家
屋
と

と
も
に
農
機
具
や
農
業
施
設
、
資
材
、

種
も
み
ま
で
濁
流
に
流
さ
れ
な
が
ら
も
、

こ
の
地
に
留
ま
ろ
う
と
決
め
た
人
た
ち

が
い
ま
す
。

「
江
戸
時
代
の
飢
き
ん
を
乗
り
越
え
て

祖
先
が
大
切
に
し
て
き
た
故
郷
を
守
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
」。
そ
う
誓
っ
た
の

は
、
平
均
年
齢
70
歳
に
近
い
８
人
の
農

業
者
で
し
た
。

個
々
で
は
営
農
の
再
開
が
困
難
で
し

た
が
、
生
死
を
共
に
し
た
仲
間
で
こ
れ

か
ら
も
生
き
て
い
こ
う
と
決
め
、「
役
員

報
酬
な
し
、
働
い
た
分
を
時
給
換
算
で

平
等
に
分
け
る
組
織
」
を
旗
印
に
、
平

成
25
年
１
月
に
北
萱
浜
機
械
利
用
組
合

を
設
立
し
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
目
を
つ
け
た

の
が
ネ
ギ
で
し
た
」
と
話
す
の
は
、
組

合
長
の
林
一
重
さ
ん
で
す
。

南
相
馬
市
は
東
北
地
方
で
あ
り
な
が

ら
も
冬
は
ほ
と
ん
ど
雪
が
降
ら
ず
、
ネ

ギ
は
夏
の
一
時
期
を
除
い
て
ほ
ぼ
通
年

で
出
荷
で
き
ま
す
。
安
定
的
な
需
要
が

見
込
め
る
う
え
、
生
産
体
系
の
機
械
化

が
確
立
し
て
い
る
こ
と
も
、
選
択
の
理

由
で
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
や
育
苗
箱
、
洗
浄
機
な

ど
の
農
業
機
械
・
農
機
具
は
国
の
被
災

 ໦の͵͘もΓ͕͡ײらΕるಛूでͨ͠。
ங෺のࣸਅは、໦のݐڞެͨͬ࢖Λࡐ࢈ࠃ
ඒ͕͠͞ͱͯもΑ͘఻Θͬͯきͯײಈ͠ま
ͨ͠。（60୅Ҏ্ɾঁੑ）

 ීஈԿؾͳ͘৯΂͍ͯるかま΅͜で͢
͕、ͦのྺ࢙΍ࡐݪྉのมભͳͲͱͯもԞਂ
͓ͯ͘も͠Ζ͍಺༰でͨ͠。（40୅ɾঁੑ）

 ͋;ϥϘのʮ߬ૉണ
ㆯㆎ

ൽ
ㆲ

ʯは、ࣾྸߴձの
Εܴ͞׻業ऀ͚ͩでͳ͘一ൠফඅऀʹも、ࠓ
る৘ใͩͱ͍ࢥまͨ͠。（60୅Ҏ্ɾঁੑ）

 ಛूΛಡΜで、ຊ౰ʹͦの௨Γͩͱೲ
ಘ͠まͨ͠。ࢲはҎલからࡐ࢈ࠃ利用೿で
ͱ͕͍ͯ͘͜͠࢒ͱで、৿林Λ͜͏࢖。͢
できるͱ͍ͯͬࢥるからで͢。͠か͠、ࢲ
の地元では৿林Λെ͍ͯ͠࠾る༷͕ࢠ΄ͱ
ΜͲͳ͘、৿林ࣄ業のະདྷΛ৺഑͍ͯ͠ま
͢。（50୅ɾஉੑ）

 林業のݱ৔でಇ͍͍ͯるຊ͞ށΜは、
͢͹ら͍͠ঁੑͩͱ͍ࢥまͨ͠。െ͚ͩ࠾
でͳ͘、২ࡋ΍ԼמΓͳͲେมͳ͜ͱ͕ͨ
͘͞Μ͋るΜで͢Ͷ。໦のੜ長ʹ合Θͤ
ͨ整備のେ੾͞もΘかΓ、ษڧʹͳΓま͠
ͨ。（40୅ɾঁੑ）

 ໦の͵͘もΓʹはԹか͕͋͞Γ、住Μ
で͍ͯも҆らげま͢。͜Εからも޿げͯ
͍ͬͯཉ͍͠で͢。（60୅Ҏ্ɾஉੑ）

์ࣹੑηγ΢Ϝに
ؔ͢る৘ใにͭいて
೶ྛਫ࢈লのϗʔϜϖʔδ
�ʢ東日本େ਒ࡂにؔ る͢৘ใʣを͝ ཡ͘ ͩ͞ いɻ
IUUQ���XXX�NB⒎�HP�KQ�
ଳి࿩用ϗʔϜϖʔδܞ
IUUQ���XXX�NB⒎�HP�KQ�NPCJMF�

とすࢽใ޿΋よりよいޙࠓ
るため、ಡ者Ξンέʔτに͝
力ڠ だ͘͞い。農ྛਫ࢈ল
のϗʔϜϖʔδ、޿ใࢽaff
のαΠτ͔らճ౴で ·͖す。

ಡ者のօ͞·͔らͤدらΕた
ʰaff 1ɦ0݄߸の͝ҙݟ΍͝ײ૝を঺հし·す。

ಡऀの੠

２೥લ、௡೾でԿもͳ͘ ͳͬ ͨ北萱浜 Ϗʹχʔϧϋ΢εΛ࠶、ͯݐੜの一าΛ౿Έग़͠ ͨ
ౡӳ໻ɹՏ北৽ใࣾࣉӨʗࡱ

͕Εき΍ଯੵ౔࠭Λআͨ͠ڈ΄৔で࠿ഓΛ։
࢝ͨ͠

൒ࣗಈࣜఆ২機の΄か、ϒʔϜεϓϨϠʔ΍
৐用ܕऩ֭機ͳͲΛࢧԉ੍౓でಋೖ

ࣸਅఏڙʗ౬Տݪொ

૝をײB⒎ʢ͋;ʣのࢽใ޿
͓ฉ͔ͤͩ͘͞い
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転
出
し
た
人
を
含
め
25
人
の
地
権
者

か
ら
土
地
を
借
り
、
が
れ
き
や
堆
積
土

砂
を
除
去
し
、
25
年
４
月
、
１・
2
ha
で

作
付
を
開
始
。
以
降
、
組
合
員
が
力
を

合
わ
せ
て
土
寄
せ
や
病
害
虫
防
除
な
ど

の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

「
海
藻
や
か
つ
お
節
な
ど
を
用
い
て
土

太
平
洋
に
面
し
た
緑

豊
か
な
田
園
風
景
が
一

変
し
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
の
津
波
に
襲
わ

れ
、田
畑
は
浸
水
し
、見

渡
す
限
り
が
れ
き
が
散

乱
す
る
荒
れ
地
と
な
っ

た
の
で
す
。
ど
う
に
か

無
事
だ
っ
た
高
台
の
農

地
も
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
た
め
、

農
作
物
の
作
付
自
粛
や

出
荷
制
限
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

95
戸
中
65
戸
の
家
屋
が
全
壊
す
る
と

い
う
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
福
島
県
南

相
馬
市
北
萱
浜
行
政
区
で
は
、
長
期
に

わ
た
っ
て
避
難
生
活
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
、
多
く
の
住
民
が
他
地

域
へ
の
移
住
を
決
断
す
る
中
、
家
屋
と

と
も
に
農
機
具
や
農
業
施
設
、
資
材
、

種
も
み
ま
で
濁
流
に
流
さ
れ
な
が
ら
も
、

こ
の
地
に
留
ま
ろ
う
と
決
め
た
人
た
ち

が
い
ま
す
。

「
江
戸
時
代
の
飢
き
ん
を
乗
り
越
え
て

祖
先
が
大
切
に
し
て
き
た
故
郷
を
守
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
」。
そ
う
誓
っ
た
の

は
、
平
均
年
齢
70
歳
に
近
い
８
人
の
農

業
者
で
し
た
。

個
々
で
は
営
農
の
再
開
が
困
難
で
し

た
が
、
生
死
を
共
に
し
た
仲
間
で
こ
れ

か
ら
も
生
き
て
い
こ
う
と
決
め
、「
役
員

報
酬
な
し
、
働
い
た
分
を
時
給
換
算
で

平
等
に
分
け
る
組
織
」
を
旗
印
に
、
平

成
25
年
１
月
に
北
萱
浜
機
械
利
用
組
合

を
設
立
し
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
目
を
つ
け
た

の
が
ネ
ギ
で
し
た
」
と
話
す
の
は
、
組

合
長
の
林
一
重
さ
ん
で
す
。

南
相
馬
市
は
東
北
地
方
で
あ
り
な
が

ら
も
冬
は
ほ
と
ん
ど
雪
が
降
ら
ず
、
ネ

ギ
は
夏
の
一
時
期
を
除
い
て
ほ
ぼ
通
年

で
出
荷
で
き
ま
す
。
安
定
的
な
需
要
が

見
込
め
る
う
え
、
生
産
体
系
の
機
械
化

が
確
立
し
て
い
る
こ
と
も
、
選
択
の
理

由
で
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
や
育
苗
箱
、
洗
浄
機
な

ど
の
農
業
機
械
・
農
機
具
は
国
の
被
災

文／下境敏弘

津波と福島第一原子力発電所事故により被害を受けた故郷を再生するため、農業設備の無償貸与を
受けるなど各種支援制度を活用し、営農を再開した福島県南相馬市北萱浜のベテラン農業者たち。
収益性の高い農業経営を目指す彼らが選んだ作物は、ネギでした。

営
農
再
開
の
た
め
に

立
ち
上
が
っ
た

ベ
テ
ラ
ン
農
業
者
た
ち

い
つ
か
帰
郷
す
る
若
い
農
業
者
に

受
け
継
い
で
も
ら
え
る
よ
う
に

vol.8

東日本の
復旧・復興に向けて

明日を
つくる地域再生の願いを胸に

丹精込めて「ネギ」を育てる

北
きたか い は ま

萱浜
機械利用組合

福島県南相馬市

北萱浜機械利用組合は、地元の住民有志25人で旗揚げ。種ま
きから全員で作業

農地整備組合の組合長も務める
林一重組合長（左から２人目）
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